
【情報】 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

効果的なプレゼンテーションを学ぶ授業 
⾃分の好きなものをプレゼンテーションすることで、効果的なプレゼンテーションの⽅法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
それぞれの語句の定義に関する説明
が書かれたテキストふせんを⽤意
し、電⼦⿊板やプロジェクターに投
影しながら説明する。 
 

 

概要の説明 
今回の授業では、プレゼンテーションに
ついて学ぶことを説明する。授業の最後
に、⾃分の好きなものについて簡単なス
ライドを作成することを説明する。 
 
 
 
 
 
 
重要事項の解説① 
プレゼンテーション、スライドという語
句について説明する。ClassPad.net で使
⽤している各種ふせんも、使い⽅によっ
てはスライドの⼀種になることも説明す
る。 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：プレゼンテーションに関する基礎的な知識や⽅法を学習させる。 
⽣徒向けの⽬標：プレゼンテーションを通して、⼈に何かを訴えるときの効果的な⽅法や技術を主

体的に学習する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減   ：必要な情報はすべて、事前に作成しておいたテキストふせん・ファイルふ

せんを投影するだけで済む。 
・⽣徒の集中⼒アップ：普段使⽤しているツールでプレゼンテーションを⾏うため、操作⽅法が分

かりやすく、集中して取り組みやすい。 
・協働学習促進   ：授業⽀援機能によってクラスメイトが作成したスライドを⾒ることで、他

の⼈がどのような⼯夫をしているのかを知ることができる。 
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それぞれの語句の定義に関する説明
が書かれたテキストふせんを⽤意
し、電⼦⿊板やプロジェクターに投
影しながら説明する。 
具体例もテキストふせんで⽰し、そ
こに⼿描き機能を⽤いて書き込みな
がら、どこが結論部分でどこが理由
部分かなどを⽰す。 
 
 
 
⾒やすいスライドと⾒にくいスライ
ドをあらかじめファイルふせんで⽤
意し、それを提⽰して⽣徒に議論さ
せる。このファイルふせんは授業⽀
援機能を使って配布し、⽣徒が⼿元
で確認できるようにしてもよい。 
その後、出てきた意⾒を踏まえなが
ら、テキストふせんを⽤いて⾒やす
いスライドを作る際の注意点を説明
する。 
 
 
 
 
テキストふせんを⽤いて発表の際の
注意点を説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
⽣徒にスライド⽤の新規デジタルノ
ートを作成させ、そこに各種ふせん
を⽤いてスライドを作成させる。作
成がスムーズに進むよう、各種ふせ
んの使い⽅をあらかじめ⽣徒と確認
しておいたり、教員が机間指導でア
ドバイスしたりする。 

重要事項の解説② 
スライドの構成についての説明を⾏う。
論理展開に関して、頭括式（演繹型）と
尾括式（帰納型）を紹介し、それぞれを
どのような場⾯で使うべきか例⽰する。
双括式や PREP 法の説明も⾏う。 
 
 
 
 
 
重要事項の解説③ 
⾒やすいスライドと⾒にくいスライドを
提⽰して、その違いや、どうすれば⾒や
すくなるかについて⼿短に議論させ、意
⾒を募る。 
次に、スライドの⾒やすさについての説
明を⾏う。⽂字のフォントや⼤きさ、⽂
字の量、使⽤する⾊の数などに関する注
意を説明する。 
 
 
 
 
 
重要事項の解説④ 
発表の際の注意点を説明する。	
⾝振り⼿振りや視線、話し⽅に関する説
明を⾏う。実際に教師が複数の発表の仕
⽅を演じて、どう感じるかを⽣徒に答え
てもらってもよい。	
 
 
 
実習の説明 
これまで学んだプレゼンテーションに関
する知識を踏まえて、実際にプレゼンテ
ーションで使うスライドを作成すること
を説明する。⾃分の好きなものについて
のプレゼンテーションを⾏うということ
も、改めて説明する。 
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発表 
授業時間内にスライド作成が終わった⽣
徒がいた場合は、実際にプレゼンテーシ
ョンをしてもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
授業内で扱ったプレゼンテーションに関
する知識をおさらいする。 
宿題は、授業内で取り組んだスライド作
りの完成とする。 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
プレゼンテーションの⾒本として、
TED Talks を紹介する。時間があれ
ば、実際に TED Talks を視聴して、授
業内で学んだ知識のおさらいをしたり、
⾃分のプレゼンテーションとどこがどう
違うかを考えさせたりしてもよい。 

step7 
 
授業時間内に作成完了した⽣徒がい
ない場合は、教員がプレゼンテーシ
ョンを⾏って例を⾒せ、プレゼンテ
ーションに使⽤したデジタルノート
を⽣徒に共有する。 
次回授業時に⽣徒による発表をやっ
てもらったら、終了後に完成版のデ
ジタルノートを PDF 化させた上で課
題として回収し、良いスライドを他
の⽣徒にも共有する。 
 
 
 
ここまでに使⽤したテキストふせん
やファイルふせんを使いながら、授
業の振り返りを⾏う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「TEDx talks in Japanese」という
YouTube動画の再⽣リストの URL 
（https://www.youtube.com/playlis
t?list=PLsRNoUx8w3rOHjXIU5EE
4KOiIagv9yQaG）を貼り付けたリ
ンクふせんを、授業⽀援機を⽤いて
⽣徒に配布する。時間があれば、電
⼦⿊板やプロジェクターに投影しな
がら⼀緒に視聴する。 
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